
1 年生の皆さんへ 

R2.3.6 

学年より 

 学校が休業となりもうすぐ 1 週間となります。どのような生活を送っていますか？ 

 いつまで休業が続くのかまだ不明です。落ち着かない日々が続きますが、以下の点に注意

して生活して下さい。 

１ 規則正しい生活をする 

  生活のリズムが乱れると体調を崩しやすくなります。クロポケを利用し、日々の生活を

記入することで規則正しい生活を送って下さい。 

２ 家の手伝いをする 

  普段は授業や部活動等があり、なかなか家の手伝いをする時間が取れない人が多いと

思います。この機会に自分に出来ることをしてみましょう。 

３ 読書をする 

  春休みの課題をしたり模擬試験の復習をしたりすることは必ず行って下さい。でも、そ

れだけではなく、自分と向き合う時間として読書に励んでみてはいかかがしょうか。視野

が広がるだけでなくいろいろな楽しみが見つかるかもしれません。 

 

  今後、定期的にメッセージを送る予定です。各教科からのコメントも随時掲載しますの

で確認して下さい。 

 

国語科より 

 休業中の学習は、はかどっていますか？ 

国語科からは、『現代文読解ＷＯＲＫＳ』、『力をつける現代文』、『力をつける古典』、『漢

文句法演習ドリル』という４冊の問題集から、かなりのボリュームを課題として出していま

す。春休みが終わる頃になって慌てて一気にやろうとしてもすぐにはこなせない量ですか

ら、毎日すこしずつ、着実にこなしていきましょう。課題テストの範囲でもあります。何度

か繰り返して定着させることを心掛けましょう。 

 家庭学習の習慣化のポイントは、机に向かう時間を固定することと、その日のノルマを達

成した後の自分へのご褒美（おやつを食べる、you tube を観る…etc）の設定です。頑張っ

て下さい。 



２０２０年３月６日

２年生の皆さんへ

２月２８日に突然しばらく休校を宣言してから１週間が経ちます。もう家での休みも飽

きたと思っている生徒も多いことでしょう。しかしまだしばらくこの状態が続くと思いま

す。このような機会は今までの人生でもなかったし、これからもおそらくないでしょう。

この期間、自分自身を見つめるよい機会だと思います。そもそも現代は毎日様々な事を

しなければならず忙し過ぎます。またスマホをはじめ、処理しなければならない情報量も

多過ぎます。でもどうしてもやらなければならないものはわずかです。２１世紀はかつて

ないほど精神的に不安定な時代だと言われていますが、これらは要因の１つです。自分を

見失わないためにもこの期間を有効に使ってください。その意味で以下の事を奨めます。

【読書をする】

特に伝記を薦めます。その人の人生をたどることは、自分がこれからの人生でどう生きる

かを考えるきっかけにつながります。

【親や兄弟と話をする】

「家庭」は日本社会の最小単位でありますが、これが今崩れています。社会で様々な問題

が起こるのも元を正せば「家庭」に原因があります。ただ寝るだけの「すみか」であって

はいけません。家族という「和」があり、皆さんはそこで得るものが学校以上に沢山ある

はずです。自主的に家事を手伝いコミュニケーションを増やしてください。家庭を軽視し

てはなりません。

【基礎基本となる学習をする】

普段のテストにもでないような基礎基本は本質的なものです。そこにある説明や原理をし

っかり把握することで、頭の中が整理され明確な理解につながります。なぜならそこから

全てが派生しているからです。数学なら公式の証明、英語なら英単語とそれを組み立てる

文法になるでしょう。わけのわからない暗記は労多くして功少なしです。こうした観点か

ら２年の復習をしてほしいです。

今後定期的にこうしたメッセージを配信します。教科連絡もあるので注意してください。

≪日本史Ｂ 課題テストの範囲の変更について≫

鎌倉時代から安土桃山時代を範囲とする。

スピードマスター

P34～ P45，P54～ P61の範囲を学習しておくこと。
（※文化史は安土・桃山文化のみ）

（※安土桃山文化は学年末テスト直前に配布したプリントより出題します）

（※過去の中間テスト・実力テスト・期末テストをよく復習しておくこと、同じ問題の出題

があります。）

≪数学≫

課題以外にスタディーサプリの動画をどんどんみてください。基礎的なところはベーシッ

クコースで、やや発展的なところはスタンダードコースをみてください。ちなみにベクト

ルではクラスに応じてベクトルの動画を配信しています。

なお、３年になって数学を履修しない生徒は、数学課題は提出不要で、課題テストもあり

ません。


